
弥
栄
湖
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
『
弥
栄
湖
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

は
、
全
国
の
ダ
ム
所
在
市
町
村
が
、
ダ
ム
と

そ
の
周
辺
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
通
じ
て
連
携
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
、
平
成
３
（
１
９
９
１
）
年

か
ら
始
ま
っ
た
全
国
初
の
ダ
ム
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。

　

平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
８
月
10
日
、

11
日
と
２
日
間
、
弥
栄
湖
周
辺
（
大
竹
会

場
と
美
和
会
場
）
で
ボ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト

大
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
、「
ダ
ム
湖

の
活
用
と
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
人
気
ア
イ
ド
ル
グ

ル
ー
プ
の
忍
者
、
演
歌
歌
手
の
尾
形
大
作

と
金
田
た
つ
え
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
野
外

コ
ン
サ
ー
ト
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
花
火
大

会
な
ど
が
あ
っ
た
。
大
竹
駅
と
会
場
を
結

ぶ
臨
時
バ
ス
が
30
分
間
隔
で
運
行
さ
れ
、

多
く
の
市
民
が
楽
し
ん
だ
。

　

平
成
４（
１
９
９
２
）年
か
ら
は
、
終
日

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
湖
水
で
は
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ト
大
会
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
教
室
、

水
上
バ
イ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技

が
、
湖
畔
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
午
後
８
時
か
ら
は

湖
面
を
彩
る
花
火
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
な

ど
毎
年
、
弥
栄
湖
周
辺
で
行
わ
れ
る
定
番
の

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
っ
た
。

生
活
に
果
た
し
て
い
る
役
割
に
つ
い
て
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭

和
62
（
１
９
８
７
）
年
度
か
ら
国
土
交
通

省
お
よ
び
林
野
庁
が
毎
年
７
月
21
日
か
ら

31
日
ま
で
を
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」

と
し
て
定
め
、
こ
の
旬
間
で
、
全
国
の
管

理
ダ
ム
を
中
心
に
、
ダ
ム
見
学
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
全
国
行
事
で
あ
る
。

　
『
弥
栄
湖
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

が
ス
タ
ー
ト
し
て
９
年
目
と
な
る
平
成
10

（
１
９
９
８
）
年
か
ら
は
、
少
し
マ
ン
ネ

リ
化
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
刷
新

し
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣

り
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
ミ
ッ
ク
ス
・
ダ
ブ

ル
ス
テ
ニ
ス
大
会
が
新
し
く
加
え
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

（
ボ
ー
ト
競
技
）な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
が
、

一
般
に
は
な
じ
み
が
薄
く
、
次
第
に
来
場

者
が
減
少
し
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
実
行

委
員
会
内
部
で
も
費
用
対
効
果
が
議
論
さ

れ
る
な
ど
、財
政
的
に
厳
し
い
時
代
と
な
っ

て
き
た
。
そ
し
て
平
成
19
（
２
０
０
７
）

年
に
、「
弥
栄
湖
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
つ
い
に
廃
止
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

翌
年
か
ら
は
岩
国
市
美
和
町
を
主
な
会
場

に
し
て
、
新
し
く
『
弥
栄
湖
サ
マ
ー
ピ
ク

ニ
ッ
ク
』
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
が
運
営
さ
れ

た
が
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
を
も
っ

て
廃
止
さ
れ
た
。

森
と
湖 

弥
栄
湖
フ
ェ
ス
タ

　

ま
た
、
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
７
月

27
日
〜
28
日
に
は
『「
森
と
湖
に
親
し
む

つ
ど
い
』
と
し
て
、『
森
と
湖 

弥
栄
湖
フ
ェ

ス
タ
』
が
開
催
さ
れ
た
。『
森
と
湖
に
親

し
む
つ
ど
い
』
と
は
、
国
民
が
森
林
や
湖

に
親
し
む
こ
と
に
よ
り
、
心
身
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
、
森
林
や
ダ
ム
な
ど

の
持
っ
て
い
る
自
然
豊
か
な
空
間
や
社
会
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第９回 弥栄ダムと
 弥栄湖スポーツフェスティバル

大竹市の発展の源となった小瀬川。しかし、それは
度重なる洪水との戦いの歴史でもありました。治水
や都市用水供給のため建設されたダムを舞台にし
たイベントを紹介します。

調
節
の
機
能
を
持
つ
多
目
的
ダ
ム
と
し

て
、
小
瀬
川
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
。
し
か

し
ル
ー
ス
台
風
に
よ
る
被
害
や
、
昭
和
47

（
１
９
７
２
）
年
７
月
に
あ
っ
た
豪
雨
災

害
の
状
況
か
ら
み
て
も
、
小
瀬
川
ダ
ム
だ

け
で
は
洪
水
調
節
を
行
う
に
は
十
分
で
な

く
、
抜
本
的
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
出
て

き
た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。

弥
栄
ダ
ム
建
設
の
理
由

　
小
瀬
川
流
域
で
は
、
上
中
流
部
で
は
主
と

し
て
農
林
業
が
営
ま
れ
て
い
る
が
、
下
流
部

の
大
竹
・
和
木
・
岩
国
周
辺
に
は
、
戦
前
よ

り
化
学
・
製
紙
な
ど
の
工
場
が
立
地
し
、
戦

後
は
石
油
関
連
工
場
が
多
く
進
出
、
一
躍
石

油
化
学
工
業
地
帯
へ
と
発
展
し
て
き
た
。
こ

れ
ら
の
工
業
地
帯
へ
の
電
力
供
給
の
た
め
、

支
川
の
玖
島
川
に
水
力
発
電
専
用
の
渡
ノ
瀬

ダ
ム
が
造
ら
れ
、
こ
れ
を
含
む
流
域
内
の
３

発
電
所
お
よ
び
流
域
外
の
１
発
電
所
に
お
い

て
最
大
出
力
２
万
８
７
４
０
kW
の
発
電
も
行

小
瀬
川
の
治
水
の
歴
史

　

弥
栄
ダ
ム
の
あ
る
小
瀬
川
は
、
流
域
面

積
３
４
２
㎢
、
長
さ
59
㎞
の
河
川
で
、
そ

の
水
源
を
冠
山
（
１
３
３
９
ｍ
）・
羅
漢

山
（
１
１
０
９
ｍ
）
な
ど
の
一
連
の
中
国

山
地
に
発
し
、
い
く
つ
か
の
小
さ
な
支
川

を
合
わ
せ
な
が
ら
２
〜
３
の
小
盆
地
を
流

れ
、
中
流
部
に
て
広
島
・
山
口
県
境
を
南

下
し
、
支
川
の
玖
島
川
を
合
わ
せ
て
蛇じ

ゃ

喰ぐ
い

磐い
わ

・
弥
栄
峡
を
形
成
し
、
弥
栄
に
お
い
て

流
路
を
東
方
に
転
じ
、
蛇
行
し
な
が
ら
、

佐
伯
町
（
現
廿
日
市
市
）、
大
野
町
（
現

廿
日
市
市
）、
山
口
県
の
美
和
町
（
現
岩

国
市
）、
岩
国
市
、
和
木
町
、
大
竹
市
の

２
市
４
町
（
現
３
市
１
町
）
に
わ
た
る
。

　

こ
の
川
は
洪
水
に
よ
る
災
害
が
多
く
、

古
く
か
ら
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
特
に

江
戸
時
代
の
安
永
、
天
保
年
間
の
被
害
は

甚
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
近
年
で
は
明
治

17
年
、
36
年
、
37
年
、
昭
和
３
年
、
５
年
、

16
年
、
20
年
、
25
年
、
26
年
と
相
次
い
で

大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
小
瀬
川
の
治
水
事
業
は
江
戸
時
代
か

ら
広
島
・
岩
国
両
藩
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ

行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
明
治
以
降
も
広
島・

山
口
両
県
に
よ
っ
て
部
分
的
に
行
わ
れ
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
相
次
ぐ
大
水
害
、
特
に
昭
和
26
（
１
９

５
１
）
年
10
月
の
ル
ー
ス
台
風
に
よ
る
洪

水
は
、
小
瀬
川
流
域
の
町
村
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
、
上
流
に
洪
水

わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
小
瀬
川
は
、
流

域
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の
社
会
、
経
済
、

文
化
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
が
、

将
来
の
洪
水
の
惨
禍
を
排
除
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
都
市
用
水
の
需
要
増
大
に
対
処
す

る
た
め
に
も
、
小
瀬
川
の
総
合
的
な
開
発
は

緊
急
を
要
す
る
と
さ
れ
、
弥
栄
ダ
ム
の
建
設

が
計
画
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

弥
栄
ダ
ム
は
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年

４
月
に
調
査
事
務
所
が
開
設
さ
れ
て
か
ら

20
年
の
歳
月
と
約
１
１
０
０
億
円
の
事
業

費
を
も
っ
て
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
10

月
18
日
に
竣
工
式
を
迎
え
た
。
こ
の
ダ
ム

は
、
小
瀬
川
の
洪
水
調
節
お
よ
び
広
島
・

山
口
両
県
の
水
需
要
に
応
え
る
た
め
、
堤

高
１
２
０
ｍ
、
堤
体
積
１
５
５
万
㎥
、
貯

水
量
１
億
１
２
０
０
万
㎥
と
重
力
式
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ダ
ム
と
し
て
は
、
完
成
当
時
西

日
本
随
一
の
規
模
を
誇
っ
た
ダ
ム
で
あ
り
、

東
は
広
島
市
佐
伯
区
、
西
は
山
口
県
熊
毛

郡
、
大
島
郡
と
広
範
囲
に
及
ん
で
上
水
道

や
工
業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
河
川
名
が
﹁
小
瀬
川
﹂
に
？

　

と
こ
ろ
で
、
安
芸
と
周
防
の
国
境
は
、

古
く
か
ら
洪
水
な
ど
で
川
の
流
れ
が
変
わ

る
た
び
に
、
紛
争
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、

享
保
２
（
１
８
０
２
）
年
広
島
・
岩
国
両

藩
の
努
力
に
よ
り
、
幾
筋
か
に
分
か
れ
て

流
れ
て
い
た
小
瀬
川
を
掘
り
割
っ
て
一
筋

の
川
と
し
、
そ
こ
に
国
境
を
画
定
さ
せ
た
。

現
在
の
小
瀬
川
は
ほ
ぼ
こ
の
時
の
姿
を
と

ど
め
て
い
る
。

　

ま
た
河
川
名
に
つ
い
て
は
、
広
島
藩
で

は
大
竹
川
ま
た
は
木
野
川
と
呼
び
、
岩
国

藩
で
は
小
瀬
川
と
別
々
に
呼
ん
で
い
た
長

い
歴
史
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
43

（
１
９
６
８
）
年
に
1
級
河
川
に
指
定
さ

れ
、
下
流
部
が
国
直
轄
で
管
理
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
、
こ
れ
を
機
に
河
川
名
も
統

一
さ
れ
る
。「
川
の
名
称
は
河
口
に
向
か
っ

て
右
岸
の
地
名
を
当
て
る
」
と
い
う
国
の

行
政
上
の
原
則
に
従
っ
て
「
小
瀬
川
」
の

名
称
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
建
設
省（
現

国
土
交
通
省
）
が
木
野
地
区
内
に
「
一
級

河
川
小
瀬
川
」
の
看
板
設
置
を
試
み
た
が
、

木
野
地
区
住
民
が
「
木
野
川
に
な
る
の
な

ら
喜
ん
で
土
地
を
提
供
す
る
が
…
」
と
拒

否
し
た
と
の
逸
話
も
あ
る
。
慣
れ
親
し
ん

だ
「
木
野
川
」
の
名
前
に
な
ら
な
か
っ
た

悔
し
さ
が
伝
わ
る
話
で
あ
る
。
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